
～地域のアトツギの挑戦が地域の未来を創る～

一般社団法人ベンチャー型事業承継について



アトツギとは

未来の経営者としては圧倒的に
ボリュームゾーンであるにも関わらず、
行政や金融機関の支援対象から外れている。



わたしたちが目指す世界

アトツギベンチャーのニュースが毎日のように流れ
アトツギベンチャーで働きたい若者が町に溢れ、
アトツギベンチャーを志す若者の熱狂が街中に伝播している。

存続にコミットするアトツギベンチャーが生み出す新たなサービスや商品や技術で、
世の中はもっとカラフルになり、
しぶとくしなやかな会社がどんどん増え、日本はもっと豊かになっている。

アトツギが胸を張って地元に戻り、
胸を張って家業を継ぎ、
胸を張って新しい挑戦を続ける。

私たちはそんな世界を実現します。



アトツギベンチャーとは



事業スキーム



事業①挑戦するアトツギのためのプラットフォームの運営

経営者になるまでの学びのプラットフォーム
「世間が思ってるほどラクじゃない」アトツギが、家業の業務改善や新規事業へのアクションと
熱量を維持するためのサードプレイスとして2019年1月に開設。
全国のアトツギメンバーがさまざまなテーマで、年間で250-300回のミートアップを
自発的に実施。自らの体験をシェアしながら成長する全く新しい学びのプラットフォーム。

＜参加条件＞
・中小企業の【39歳以下の承継予定者・後継者】
・コンサルタント、士業の方は参加不可
・営業目的の参加は固くお断りしています

全国のアトツギベンチャー経営者100人がメンター
会社の数だけ、家族の数だけ、事情が違うため、王道の正解がない
同族企業の世界。家業の経営資源を活用し、新しい事業領域に進出し
業績を出している先輩経営者が、必要に応じてメンタリングに対応。

＜メンター一覧＞



事業②-1 イベント運営実績



事業②-2 イベント運営実績





事業② 研修・イベントの運営受託



わたしたちが目指す世界

我々は地域のアトツギエコシステム構築を
共に実現する仲間を求めています。

ファクター エコシステム構成要素

行政・支援機関 アトツギ支援政策で予算化する自治体、支援機関

金融機関 アトツギ支援に何らかの資源を投下する銀行、VCなど

メンター(アトツギベ

ンチャー経営者)
アトツギの相談に乗ってくれる地元のアトツギベンチャー経営者

エヴァンジェリスト アトツギの事業化を伴走支援する個人

地元パートナー アトツギ支援で協業する団体・企業

地元メディア アトツギを積極的に取材するテレビ局、新聞社

地元経済界／業界団体 アトツギ支援に何らかの資源を投下する団体

経営者・後継者団体 アトツギ支援に何らかの資源を投下する団体

大企業 アトツギ支援に何らかの資源を投下する企業

教育機関 アトツギ学生を対象の授業を開講する大学など

人材企業 兼業副業人材などアトツギに特化した求人サービスなど

外部人材、専門家 アトツギの事業化を伴走する専門家



ベンチャー型事業承継とは

若手後継者が世代交代を機に
先代から受け継ぐ有形・無形の
経営資源をベースに
リスクや障壁に果敢に立ち向かいながら
新規事業、業態転換、新市場参入など
新たな領域に挑戦することで
永続的な経営をめざし
社会に新たな価値を生み出すこと



なぜ『承継前』なのか

アトツギ

経営者に

承継予定ステージのアトツギこそ会社の未来を握っている
社長に就任してしまうと、既存事業の維持、業務改善、銀行交渉などに忙殺され、新規事業開発に

充てる時間はなくなる。先代が現役の間に、将来の売上の柱となる事業開発をするのがアトツギの仕事。



なぜ同族承継なのか



【サマリー】
（１）後継者人材の育成
→行動変容が可能な20-30代を対象にした支援策を
→地域の中小企業と運命共同体の地銀・信金がキーファクター
→金融機関が後継者支援に乗り出すために「言い訳ができる」体制を

（２）経営者コミュニティとして
→全員後継者。「言い訳ができない」環境に放り込む
→オンラインによる地政学的な課題を克服する柔軟なミートアップ
→知識＜行動。答えをもらうより自身で探すプロセスで成長

（３）現経営者の早期の事業承継を促す工夫について
→事業承継促進＝「早く引退して」への先代の拒否反応
→後継者の活動領域を増やすことで、世代交代が「結果的に」早まる
→既存の支援策に「後継者が担当なら優遇される」仕組み


